
               

見
守
ら
れ
杖
と
歩
め
り
初
詣 

緑 

町 

池
田 

良
子 

元
日
や
丸
く
ふ
く
れ
し
雀
二
羽 

元 

町 

杉
山 

繁
良 

火
の
神
へ
飾
り
焚
く
人
抛
る
ひ
と 

 
 

仲 

町 

玉
野 

研
一 

お
ご
そ
か
に
僧
侶
の
声
の
七
日
か
な 

西
原
町 

児
玉
久
美
子 

廃
屋
を
懐
に
抱
き
山
眠
る 

西
岡
町 

渋
谷
み
さ
子 

聞
き
流
す
こ
と
の
多
く
て
寒
の
入 

元 

町 

竹
内
ス
ミ
エ 

振
袖
を
カ
メ
ラ
に
納
め
成
人
式 

南
桜
町 

宮
腰 

幸
子 

音
も
無
く
一
人
味
は
ふ
雑
煮
膳 

旭 

町 

宝
澤 

房
子 

饒
舌

じ
ょ
う
ぜ
つ

な
テ
レ
ビ
相
手
に
燗
の
酒 

西 

町 

金
澤 

賴
子

力
ぬ
き
生
き
た
し
日
々
や
日
脚
伸
ぶ 

元 

町 

印
牧 

安
子 

流
氷
や
遥
か
に
見
ゆ
る
島
港 

緑 

町 

齋
藤 

嘉
子 

寒
紅
や
ひ
と
り
に
戻
り
背
を
伸
ば
す 

仲 

町 

坂
部 

和
子 

カ
レ
ン
ダ
ー
一
日
一
訓
福
寿
草 

屯
田
町 

古
屋 

克
江 

日
脚
伸
ぶ
野
良
着
繕
ふ
母
し
の
ぶ 

元 

町 

西
崎 

弘
子 

降
ら
ず
と
も
ぴ
り
っ
と
肌
刺
す
寒
の
入
り 

 
 

 
 

仲 

町 

梅
基 

文
子 

初
春
や
会
話
ゆ
き
交
う
駅
舎
中 

旭 

町 

大
河 

博
子 

暮
の
朝
餅
の
香
満
つ
る
厨
か
な 

旭 

町 

大
河
内
清
枝 

朝
食
の
玉
子
の
黄
味
や
寒
の
入
り 

西 

町 

岸
波 

君
江 

子
は
親
を
真
似
て
直
角
初
参
り 

西 

町 

杉
浦
と
し
枝 

光
あ
び
朝
食
楽
し
寒
雀 

藤
本
町 
鈴
木
ゆ
き
子 

新
し
き
命
生
ま
る
や
深
雪
晴 

西 

町 

高
井 
孝
子 

ス
マ
ッ
プ
の
終
り
の
唄
や
年
暮
る
る 

東
町 

高
草
木
喜
代
子 

寒
の
入
り
陽
の
穏
や
か
で
あ
り
が
た
し 

西
岡
町 

高
瀬
久
美
子 

背
負
い
た
る
誕
生
餅
や
初
日
さ
す 

東 

町 

高
橋
世
津
子 

餌
台
に
数
羽
づ
つ
来
て
寒
の
入
り 

西 

町 

文
梨 

清
子 

立
春
の
名
の
み
日
捲
り
剝
し
お
り 

仲 

町 

芳
賀 

星
子 

 

 

 

                           

      

 
 

『きれいずき』 
 

作エミリー・グラヴェット 
訳福本友美子 

(フレーベル館) 

 アナグマのピート、森い

ちばんのきれいずきで、キ

ツネのしっぽをとかして

あげたり、トリもきれいに

洗ってあげます。森の中の

落ち葉や小枝も全て拾っ

てきれいにしてしまい最

後に森はどうなってしま

うのでしょうか？     

『なつみはなんにでもな

れる』 
 

作・絵ヨシタケシンスケ 
(ＰＨＰ出版) 

 

 なつみがなにかの真似

をして、おかあさんが当て

るゲームをしますが、おか

あさんはなかなか当てら

れません。最後には「気持

ち」の真似をしますが･･･

なつみが真似しているも

のを当ててみましょう。   

新着図書 

・三島由宇、当選確実！ 

（まはら三桃 著） 

・天国への列車（森下みかん 著） 

・夜やってくる動物のお医者さん 

（高橋うらら 著）  ほか 

 

 


